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重点的に育てたい

資質・能力 
  

人権・部落差別解消教育の重点テーマ 

将来の夢や目標に向かって、計画的に粘り強く取り組み、挑戦する児童・生徒 
創造 

＜校訓＞ 

自他を尊重し、関わりの中で温かい人間関係を築くことができる児童・生徒 敬愛 

① 豊後大野市統一カリキュラムを踏まえた９年間の系統性のあるカリキュラムの実施 
②生徒指導の３機能を生かし、問題の発見や振り返りを重視した授業や行事等の実施 
③５・６・７年生の指導のすり合わせ及び、効果的な異学年 

交流活動の設定・実施 

重点的 

取組 

目指す 

子ども 

像 

自立 

前期（1 年生～４年生）     中期（５～７年生）       後期（８・９年生） 

根拠を明確にし、自分の考
えが伝わるように工夫して
表現できる。 

根拠の吟味や論理の展開
を工夫し、説得力のある表現
ができる。 

理由や事例を整理し、分
かりやすく表現できる。 

友だちと協働し、課題解決
に向け、話し合い、合意形
成や意思決定ができる。 

目指す 
子ども像 

自分や友だちの良さに気
づき、協力することができ
る。 

【共生力】 

思考力】 

【表現力】 

【郷土愛】 ふるさと（豊後大野市・緒
方町）を知り、発信する。 

ふるさとの人に学び、発信
する。 

ふるさとや自己の未来を描き、発
信する。 

展開イメージ 

互いを尊重し、多面的・多角的に
思考する。 

違いを認め理解し合い、
不合理を解決する。 

友だちの痛みが分かる・
良さを見つけて仲良くす
る。 

生徒指導 
の重点 

期 

人
権
教
育
の
重
点 

互いの立場や考えを尊重し、高め合う集団づくり 

望ましい生活習慣・学習  

習慣の定着  
自律性の育成  

自ら考え決断する力 

の育成  

自分の気持ちを伝える・
みんなの問題として解決

偏見や差別を自分の課題と
とらえ差別に立ち向かう。部
落差別を正しく理解する。 

差別問題の解消を考える
ことを通して自分の生き
方を考える。 

多様な他者と協働し、よりよく
課題を解決しながら、自己の
生き方を考えることができる。
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学年


